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1.　事業者名 株式会社　鈴木組

代表取締役　鈴木 統太

2.　所在地 本社：　　　　〒418-0022　静岡県富士宮市小泉362-6

資材倉庫：　　〒418-0022　静岡県富士宮市小泉368

3.　環境管理責任者 鈴木 加耶子

　　及び担当者 TEL：0544-23-2245 FAX：0544-27-3708

E-mail： szkgumi@hyper.ocn.ne.jp

4.　対象範囲 対象組織：本社及び資材倉庫（サイト認証）　荷役部門は対象外

活動　　：土木工事業（土木、舗装、とび・土工）

5.　事業の内容 土木工事業（土木、舗装、とび・土工）

6.　建設業許可

■建設業

静岡県知事許可　（特ー3）第3414号

許可業種：土木一式工事業、ほ装工事業、水道施設工事業 有効期限：2026年8月26日

許可年月日：2021年8月27日

静岡県知事許可　（般ー28）第3414号

許可業種：とび・土工工事業 有効期限：2026年8月26日

許可年月日：2021年8月27日

■産業廃棄物収集運搬業 ※自社運搬のみ

静岡県　第220117939号

紙くず・木くず・繊維くず・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず

及び陶磁器くず、がれき類、廃プラスチック類 有効期限：2025年5月8日

許可年月日：2020年6月2日

7.　事業の規模 会社設立：大正9年2月　資本金：2000万円　事業年度：6月～翌5月

単位 2020年 2021年 2022年

百万円 222 563 532

人
対象15人

（全社28人）

対象15人

（全社28人）

対象15人

（全社28人）

㎡ 200 200 200

㎡ 1400 1400 1400

【　①　組　織　の　概　要　】

倉庫床面積

事務所床面積

従業員

売上高

活動規模

-1-



作成者：鈴木加耶子

作成日：平成28年12月1日

確認：令和5年9月1日

＜環境管理組織における機能＞

　経営責任者

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境方針の施策

・環境管理責任者の選任

・環境目標及び環境活動計画の承認

・人材、資金、技術力等の準備

・全体の評価と見直し

　環境管理責任者

・システムの確立、実施推進

・環境負荷、取組への自己チェックの承認

・環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認

・環境目標及び環境活動計画の施策

・教育、訓練計画の策定と実施

　EA-21活動事務局

・環境負荷、取組への自己チェックの実施

・環境活動レポートの作成

・環境文書及び記録の作成、管理

　本社事務

・EA-21システムの遵守

・グリーン購入の推進

・節電、節水、省エネ行動の実施

工事部門 協力会社

・EA-21システムの遵守 ・環境負荷の軽減

・環境目標及び環境活動計画の実施 ・積極的に教育、訓練に参加

・緊急時対応訓練推進 ・問題点の把握と是正

・協力会社への環境活動の協力依頼

・問題点の把握と是正

協力会社

【②　実　施　体　制　】

本社事務

経営責任者

代表取締役

鈴木　統太

環境管理責任者

EA-21活動事務局

鈴木　加耶子

工事部門
荷役部門

（王子エフテックス）

※荷卸し、溶解作業 12名駐在

〈EA－21対象外〉 王子

エフテックス富士工場内の 請負で

ISO-14001の活動に従事

〒416-0937 静岡県富士市前田14-1
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【環境理念】

　株式会社鈴木組は、世界遺産である富士山の雄大な自然の南麓にて土木建設業を営んでおります。

　環境に配慮した行動に努め、地域社会に広く貢献する活動を実施致します。

【環境方針】

　１．当社は、土木工事業を通して、EA-21システムを構築し、自主的、積極的に

　　　環境保全活動に取り組みます。

　２．関連する環境法令・条例等を遵守するとともに、

　　　行政、地域等の要請に協力致します。

　３．環境負荷削減のため、次の事項に取り組みます。

①運搬車両、重機での燃料使用量削減による、二酸化炭素排出量の削減

②現場及び事務所での電力使用量削減による、二酸化炭素排出量の削減

③現場及び事務所から排出される廃棄物の発生抑制、再資源化

④節水活動により水使用量の削減

⑤現場での使用重機は、低騒音・低排出ガス型を使用し、環境に優しい施工

⑥購入物品、建設材料のグリーン調達

　４．地域での社会貢献活動に努めます。

　５．環境経営の継続的改善を誓約します。

制定年月日 2016年　12月　1日

改定年月日 2020年　 9月　 1日

株式会社　鈴木組

代表取締役　鈴木 統太

【③　環　境　経　営　方　針】
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【中期環境経営目標】

※電力の二酸化炭素排出係数は、KDDI 2018年度　調整後排出係数「0.574kg－CO2/kWh」を使用しています。

基準値

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

2019年6月

～

2020年5月

2020年6月

～

2021年5月

2021年6月

～

2022年5月

2022年6月

～

2023年5月

2023年6月

～

2024年5月

2024年6月

～

2025年5月

電力使用量

の削減
事務所 kWh 12204.0 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

L 6270.4 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

L/百万円

（原単位）
22.3 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

L 18790.3 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

L/百万円

（原単位）
66.9 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

二酸化炭

素排出量
全社 kg-CO２ 71761.78 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

水使用量の削減 事務所 ㎥ 43 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

廃棄物排出量

の削減

一般廃棄物の

削減
事務所 kg 720 -1.0% -1.5% -2.0% -2.5% -3.0%

リサイクル活動

の推進

産業廃棄物の

再資源化
建設現場 ％ 100 100% 100% 100% 100% 100%

グリーン購入

（調達）の促進

グリーン購入法適

合品を購入する
全社 個 27

社会貢献活動

への参加

ボランティア

活動への参加
全社 回 1

環境に優しい

施工・作業

環境に優しい

施工
建設現場 ―

仕様書通

りの施工

※原単位の計算方法　…　使用量÷売上

※電力の二酸化炭素排出係数は、KDDI 2018年度　調整後排出係数「0.574kg－CO2/kWh」を使用しています。

【④　環　境　経　営　目　標　】

環境目標

環境に優しい施工

現状把握

現状把握

環境方針
取り組み

項目
担当部門 単位

二酸化炭素排

出量の削減

燃料使用量

の削減

（ガソリ

ン）

燃料使用

量の削減

（軽油）

全社

建設現場
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当社の事業活動における環境負担を低減するために

以下のとおりの活動をしています。

【目標期間：2022年５月～2023年6月】

１．電力使用量の削減

①未使用時の伝統消灯の徹底（昼休みの消灯等の実施）

②空調温度管理の徹底（暖房２１度・冷房２７度）

③エアコン３カ月に一度の定期点検実施

④週一回定時退社の促進（毎週水曜日定時退社日）

⑤エネルギー効率の高いOA機器を順次導入する

⑥夏季クールビズの実施（５月～９月）

２．燃料使用量の削減

①アイドリングストップの徹底

②定期点検の徹底

③低公害車への随時切り替えを促進

３．廃棄物の削減

①リサイクルの促進

②分別徹底による廃棄物削減（金属、プラスチック、ビン、可燃物の区別)

③コピー用紙の両面使用

④FAXのPDF化

４．グリーン購入の促進

①エコ商品購入の促進（事務用品・用紙・梱包資材など）

②洗剤等詰め替え可能な商品の購入

５．水資源使用量の削減

①節水促進の表示

②洗い桶の設置

６．環境保全活動の実施

①会社周辺の美化活動

７．社会貢献活動への参加

①ボランティア活動への参加

②エコキャップ収集

８．環境に優しい施工・作業の実施

①公共工事は仕様書通りの施工を行う

②低騒音・低排出ガス重機の使用

③再生砕石、再生盛土材、再生生コン等の使用

④環境に優しい資機材の使用

【⑤　環　境　経　営　計　画　】
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【運用期間（2022年6月～2023年5月）の環境目標の実績】

※電力の二酸化炭素排出係数は、KDDI 2018年度　調整後排出係数「0.574kg－CO2/kWh」を使用しています。

目標削減率 目標値 実績削減率 実績値 評価

電力 全社 ｋWh -1.50% 12020.9 9.3% 13140.0 ×

L -1.50% 6176.0 4.1% 6429.0 ×

L/百万円 -1.50% 22.0 -44.9% 12.1 〇

L -1.50% 18508.4 -43.9% 10391.0 〇

L/百万円 -1.50% 65.9 -70.4% 19.5 〇

kg-CO2 -1.50% 70685.4 -29.2% 50020.2 〇

水使用量の削減 水使用量 全社 ㎥ -1.50% 42.4 -0.8% 42.0 〇

リサイクル活動の

推進

産業廃棄物の

再資源化
建設現場 % - 100 - 100 〇

廃棄物排出量の削

減

一般廃棄物の

削減
本社 kg -1.50% 712.8 1.0% 720 ×

グリーン購入の促

進

グリーン購入

法適合品
全社 個 - 30 〇

社会貢献活動への

参加

ボランティア

活動への参加
全社 回 - 4 〇

環境に優しい施

工・作業

環境に優しい

施工・作業
建設現場 - 〇

未達成の項目

電力使用量

ガソリン使用量

一般廃棄物の削減

【⑥環境経営目標の実績・取組結果】

2022年度

環境方針 項目 担当部門 単位

仕様書通りの施工
仕様書通りの施工が

できた

二酸化炭素の

削減

ガソリン 全社

軽油 建設現場

現状把握

現状把握

二酸化炭素排出量

原因 是正処置

設定温度を遵守する。
夏場のエアコン使用、設定温度を下げて

使用する場面があった。

目標値が現状に即していない。
ごみ削減にも限度がある為、目標値の見直しを検討。

引き続きごみ削減の意識を呼びかける。

遠方の現場が多く、移動距離が長かったため。
アイドリングストップ、最短ルートでの移動など

基本的な削減を心がけ、呼びかける。
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単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

CO2排出量 ㎏－CO2 41108 71762 35983 40290 50020

売上高 百万円 528 281 222 563 532

原単位 ㎏－CO2/百万円 127 221 111 72 95

電力使用量 kWh 12574 12204 13075 13257 13140

ガソリン使用量 L 6855 6270 4171 5965 6429

軽油使用量 L 6566 18790 6910 6923 10391

水使用量 ㎥ 50 43 42 42 42

作　成　日：　2023　年　9　月　1　日

【⑦環境実績推移グラフ】

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

CO2排出量 ㎏－CO2

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

電力使用量

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

ガソリン使用量

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

軽油使用量

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

水使用量

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高
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①未使用時の伝統消灯の徹底（昼休みの消灯等の実施） 〇
電源付近に節電表示

実施できた
継続する

②空調温度管理の徹底（暖房２１度・冷房２７度） △
猛暑日には一時的に設定温度を下

げることがあった
継続する

③エアコン３カ月に一度の定期点検実施 〇 実施できた 継続する

④週一回定時退社の促進（毎週水曜日定時退社日） 〇 実施できた 継続する

⑤エネルギー効率の高いOA機器を順次導入する 〇 実施できた 継続する

⑥夏季クールビズの実施（５月～９月） 〇
事務所内ではTシャツで作業、

空調着を取り入れた
継続する

①アイドリングストップの徹底 〇 実施できた 継続する

②定期点検の徹底 〇 実施できた 継続する

③低公害車への随時切り替えを促進 ― 購入せず 継続する

①リサイクルの促進 〇 実施できた 継続する

②分別徹底による廃棄物削減（金属、プラスチック、ビン、可燃物の区別） 〇
ゴミ箱付近に表示

実施できた
継続する

③コピー用紙の両面使用 〇 実施できた 継続する

④FAXのPDF化 〇 実施できた 継続する

①エコ商品購入の促進（事務用品・用紙・梱包資材など） 〇 実施できた 継続する

②洗剤等詰め替え可能な商品の購入 〇 実施できた 継続する

①節水促進の表示 〇
水道付近に表示

実施できた
継続する

②洗い桶の設置 〇 実施できた 継続する

６．環境保全

活動の実施
①会社周辺の美化活動 〇 実施できた 継続する

①ボランティア活動への参加 〇 実施できた 継続する

②エコキャップ収集 〇
ゴミ箱付近に表示

実施できた
継続する

①公共工事は仕様書通りの施工を行う 〇 実施できた 継続する

②低騒音・低排出ガス重機の使用 〇 実施できた 継続する

③再生砕石、再生盛土材、再生生コン等の使用 〇 実施できた 継続する

④環境に優しい資機材の使用 〇 実施できた 継続する

【⑧環境経営計画の取組結果とその評価】

1.電気使用量

の削減

２．燃料使用

量の削減

３．廃棄物の

削減

次年度取組内容評価 内容

５．水資源使

用量の削減

７．社会貢献

活動への参加

８．環境に優

しい施工・作

業の実施

【取り組み項目】

４．グリーン

購入の促進
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当社に適用される主な環境関連法規等の遵守項目は以下の通りです。

また、環境関連法規等への違反・訴訟もなく、関係当局からの指摘も過去3年間ありませんでした。

評価日：2023年9月1日

評価者：鈴木 加耶子

法規則名 主要な法規制 当社の対応 遵守確認 評価

①廃棄物の減量化 分別の徹底及び廃棄物削減活動の実施 市町村のごみの出し方の遵守確認

②廃棄物の適正処理の確保 廃棄物分別表に基づき実施状況確認

③地方公共団体の政策への協力 環境目標/活動計画表にて確認

④回収又は処分は定められた業者に委託 自社便にて市焼却炉へ運搬 市焼却所領収書の受け取り確認 〇

⑤産業廃棄物の保管基準の遵守 分別の徹底及び廃棄物削減活動の実施 表示板設置確認

⑥廃棄物の飛散、流出、地下浸水の防止 保管基準の遵守確認

⑦産業廃棄物の処理委託基準の遵守 産業廃棄物置場の表示版設置及び保管基準の遵守 委託許可証明書確認 〇

⑧産業廃棄物委託契約書の記載事項の遵守 委託業者の許可証明書の確認

⑨契約書は契約終了日から5年間保管 委託契約書の記載内容確認

⑩産業廃棄物管理票の管理義務 マニフェストの交付・保管・戻り状況確認 マニフェスト回収確認

⑪期限内に受領できなければ知事に報告 マニフェスト報告確認

⑫マニフェストの交付の報告（知事へ） マニフェストの報告

①産業廃棄物管理責任者の設置 産業廃棄物管理責任者の設置 記録の確認

②委託業者への現地確認 委託業者への現地確認

③現地確認の記録の保管 現地確認の記録の保管

④不適正な処理が行われた場合の必要な措置

の実施及び県への報告

①建設業の許可 許可区分及び更新の確認 許可証の確認

②建設工事の請負契約
工事毎にに書類を提出及び表示する

各現場毎に掲示及び設置する 実施確認

①自動車の長期間使用 引取業者に処理依頼する 発生していない
②使用済自動車は引き取り業者に渡さなけれ

ばならない

省エネ法 ①エネルギー使用の合理化推進 電力使用量の削減活動の実施 環境改善実施報告にて確認 〇

グリーン購入法
①物品の購入、役務の提供を受ける場合はで

きる限り環境物品等を選択
環境配慮型製品の購入 環境改善実施報告にて確認 〇

①浄化槽の届け出 届出書の確認 清掃点検結果書確認

②浄化槽の清掃、点検義務 指定検査機関の検査結果確認 検査結果確認

③法定検査

①廃棄する場合フロン類回収業者にフロン類

を引き渡さなければいけない 廃棄時に指定業者に処理依頼する 発生していない

②行程管理制度遵守、委託確認書の交付、引

取証明書、契約書 委託契約書、委託確認書交付、引取証明書 簡易点検異常なし

③簡易点検
3カ月に1回以上エアコン簡易点検

※点検表は3年間保管

浄化槽法

フロン排出抑制法

【⑨環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況結果】

廃棄物の処理

及び清掃に関

する法律

静岡県産業廃

棄物の適正な

処理に関する

条例

建設業法

自動車リサイクル法

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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■鈴木組本社事務所　EA21　SDGs　PR看板■

■事務所内　節電、節水促進掲示■

■グリーン購入法適合品の購入■ ■エコキャップ収集■

【⑩当社の取組み】
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■花の植替ボランティア活動に参加■

■富士宮市へタオル寄贈■
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火災発生 １１９番通報

出火場所の確認 避難 消防隊への情報

現場の確認 消化

【訓練・見直し】

・年１回　消火器の点検、避難訓練、手順書の見直し

【火災訓練の実施】

実施日： 2023/4/1

実施内容：消火器使用方法、火災対応手順の実施、消火器を使用する

【訓練の様子】

【訓練結果】

・EA２１に取り組み始めてから、毎年訓練を行っているため、

　スムーズに取り組むことができた。

　次回は工事現場での緊急事態対応の訓練に取り組みたい。

・手順書の見直しは必要なし。

0544-26-5119

中央消防署

【緊急連絡先】

【⑪事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策】
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【1、見直し関連情報】

確認

1 ☑

2 ☑

3 ☑

4 ☑

5 ☑

6 ☑

【2、代表者による全体評価・見直し指示】

変更の必要性

1 なし

2 なし

3 なし

4 なし

5 なし

【全体評価、コメント】

猛暑の為、電力使用量が増加してしまったが、熱中症対策の為致し方ない部分もあった。

2023年9月から新社屋で営業が開始する為、今後は新たな電力使用量の基準、目標値を設定する。

ガソリンや軽油の使用量は増加したが、工事内容によるものなので

次年度もアイドリングストップの声掛けなど基本的なことを継続していく。

今後も環境に優しく、持続可能な環境経営計画を推進に努めたい。

株式会社　鈴木組

代表取締役　鈴木統太

項目

その他

環境活動計画及び環境経営システム

環境方針

環境経営目標

実施体制

有の場合の指示事項等

2023年9月1日

【⑫代表者による全体評価、見直し・指示】

その他

外部からの環境に関する苦情や要望等

環境関連法規等の遵守状況

環境活動計画の実施及び運営結果

環境経営目標及び目標達成状況

エコアクション21文章

項目 評価

遵守している

ほぼ実施できている

ほぼ達成できた

記録、文書として作成した

苦情、要望なし
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